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〇室津港の隆起量データ
 宝永地震だけでなく、安政地震、昭和南海地震の際の室津港の
隆起量データについて、データの特徴について議論

 各史料の特徴を踏まえ、隆起量データの確率分布について議論
（データの不確実性と誤差の考え方の整理）

 パラメータγの議論（事前分布の影響）
 パラメータβの議論（事前分布の設計）

〇隆起量データの誤差を考慮した時間予測モデルとBPTを融合したベイズ的計算方法
（長期確率評価手法検討分科会）
 すべり量依存BPTモデル（SSD-BPTモデル）とベイズ推定に

 基づいた新たな確率計算手法の提案
 パラメータγの議論（事前分布の設計）
 パラメータβの議論（事前分布の影響）

〇報告書
 「南海トラフの地震活動の長期評価（第二版）」の一部改訂

第三版ではなく、一部改訂としてまとめる
すべり量依存BPTモデルとBPTモデルについて、主文に両論併記する方向で議論中

 「長期的な地震発生確率の評価手法について」の追補
すべり量依存BPTモデルとモンテカルロ法について、追補（別紙）としてまとめる

長275海Ⅱ96長手Ⅱ7参考資料5-1より

主な審議内容✓は審議終了、□は審議中

γ…ばらつき
β…隆起速度Vの逆数

合
同
会

「調410参考資料3」より
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これまでの部会・分科会における開催状況とその審議内容
開催日 開催した部会・分科会 主な審議内容
2024/7/30 長期評価部会（第271回） • 長期評価の見直しの方向性

• 長期確率評価手法検討分科会（第二期）設置の承認

2024/9/2 長期評価部会（第272回）
海溝型分科会（第二期）（第93回） • 室津港の隆起量データに関する審議

2024/9/9 長期確率評価手法検討分科会（第二期）（第1回） • 設置背景の説明
• 今後のスケジュールの確認

2024/9/26 長期確率評価手法検討分科会（第二期）（第2回） • 不確実性を考慮した評価手法の審議

2024/10/11
長期評価部会（第273回）
海溝型分科会（第二期）（第94回）
長期確率評価手法検討分科会（第二期）（第3回）

• すべり量依存BPTモデル（SSD-BPTモデル）の紹介
• 室津港の隆起量データに関する審議

2024/11/20 長期確率評価手法検討分科会（第二期）（第4回） • すべり量依存BPTモデルに使用する事前分布の設計の審議
• 確率手法報告書の改訂方針の審議

2024/12/16
長期評価部会（第274回）
海溝型分科会（第二期）（第95回）
長期確率評価手法検討分科会（第二期）（第5回）

• すべり量依存BPTモデルに使用する事前分布の設計の審議（報告）
• 室津港の隆起量データの確率分布の審議
• 南海トラフ評価文及び確率手法報告書の改訂方針の審議

2025/1/24 長期確率評価手法検討分科会（第二期）（第6回） • すべり量依存BPTモデルに使用するパラメータγの審議

2025/2/5
長期評価部会（第275回）
海溝型分科会（第二期）（第96回）
長期確率評価手法検討分科会（第二期）（第7回）

• すべり量依存BPTモデルに使用するパラメータγの審議（報告）
• 室津港の隆起量データの確率分布の審議
• すべり量依存BPTモデルに使用するパラメータβの審議
• 南海トラフ評価文及び確率手法報告書の方針の審議

2025/3/18
長期評価部会（第276回）
海溝型分科会（第二期）（第97回）
長期確率評価手法検討分科会（第二期）（第8回）

• すべり量依存BPTモデルに使用するパラメータβの審議
3



〇室津港の隆起量データについて
 室津港の隆起量データの特徴・誤差の整理
 室津港の隆起量データの確率分布による表現

〇隆起量データの誤差を考慮した時間予測モデルとBPTを融合したベイズ的計算方法
 すべり量依存BPTモデル（SSD-BPTモデル）とベイズ推定に基づいた新たな確率計算手法
 パラメータγの事前分布について
 パラメータβの事前分布について

〇報告書
「南海トラフの地震活動の長期評価（第二版）」の一部改訂

第三版ではなく、一部改訂としてまとめる
すべり量依存BPTモデルとBPTモデルについて、主文に両論併記する方向で議論中

「長期的な地震発生確率の評価手法について」の追補
すべり量依存BPTモデルとモンテカルロ法について、追補（別紙）としてまとめる

審議内容の概要✓は審議終了、□は審議中
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〇室津港の隆起量データについて
 室津港の隆起量データの特徴・誤差の整理
 室津港の隆起量データの確率分布による表現

〇隆起量データの誤差を考慮した時間予測モデルとBPTを融合したベイズ的計算方法
 すべり量依存BPTモデル（SSD-BPTモデル）とベイズ推定に基づいた新たな確率計算手法
 パラメータγの事前分布について
 パラメータβの事前分布について

〇報告書
「南海トラフの地震活動の長期評価（第二版）」の一部改訂

第三版ではなく、一部改訂としてまとめる
すべり量依存BPTモデルとBPTモデルについて、主文に両論併記する方向で議論中

「長期的な地震発生確率の評価手法について」の追補
すべり量依存BPTモデルとモンテカルロ法について、追補（別紙）としてまとめる

審議内容の概要✓は審議終了、□は審議中

5



室津港の隆起量データについて

〇橋本ほか（2024, 自然災害科学）
による、宝永地震における室津港
の隆起量データの誤差の指摘

→宝永地震での室津港の隆起量は
1.8mではなく、1.4～2.4m

「長272海Ⅱ93参考資料2-1」より

6

〇宝永地震・安政地震・昭和南海地震
における室津港の隆起量について、
改めてデータの特徴・誤差を整理



室津港の隆起量データの特徴：宝永地震・安政地震
「長273海Ⅱ94長手Ⅱ3参考資料4」より
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〇歴史資料の整理

・宝永地震（1.4～2.4m）
- 久保野家文書
- 万変記

・安政地震（0.9～1.2m）
- 室津港手鏡（手鏡）
- 土佐國大地震并御城下大
  火事且大汐入之實録之事
（土佐國）



・宝永地震（1.4～2.4m）
- 久保野家文書

1.4～1.5m±0.3m
1.7～1.9m±0.5m

- 万変記
 2.1～2.4m

・安政地震（0.9～1.2m）
- 手鏡

1.0±0.3m
1.2±0.5m

- 土佐國
0.9～1.2m

室津港の隆起量データの特徴：宝永地震・安政地震
「長273海Ⅱ94長手Ⅱ3参考資料4」より

×0.8
測深竿
の違い
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〇歴史資料の整理

×0.8
測深竿
の違い



室津港の隆起量データの特徴：昭和南海地震
「長273海Ⅱ94長手Ⅱ3参考資料4」より

・昭和南海地震
- 港の測深データ（沢村,1953）
  115cm

さらなる補正・誤差の検討
(1) 測定位置の違い①②
(2) 地震後の変動①②
(3) 水位の誤差

- 水準測量データ（Satake,1993）
  80cm±3.7cm

さらなる補正・誤差の検討
(1) 測定位置の違い①②
(2) 地震前後の変動①②
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室津港の隆起量データの特徴：昭和南海地震
「長273海Ⅱ94長手Ⅱ3参考資料4」より
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室津港

沢村(1953)

測定位置による補正・誤差の考え方①：室津港は5143～5144のどこか

Satake
(1993)

室津港（5143～5144の間）に対し、測深データは津呂港（5142付近）、水準測量データ
は5145で得られたもの：水準点間の隆起量の比例関係を利用して補正する。

・昭和南海地震
- 港の測深データ（沢村,1953）
  115cm

さらなる補正・誤差の検討
(1) 測定位置の違い①②
(2) 地震後の変動①②
(3) 水位の誤差

- 水準測量データ（Satake,1993）
  80cm±3.7cm

さらなる補正・誤差の検討
(1) 測定位置の違い①②
(2) 地震前後の変動①②



室津港の隆起量データの特徴：昭和南海地震
「長273海Ⅱ94長手Ⅱ3参考資料4」より

11測定位置による補正・誤差の考え方②：室津港は5143～5144の中間、半径が誤差範囲

室津港（5143～5144の間）に対し、測深データは津呂港（5142付近）、水準測量データ
は5145で得られたもの：水準点間の隆起量の比例関係を利用して補正する。

・昭和南海地震
- 港の測深データ（沢村,1953）
  115cm

さらなる補正・誤差の検討
(1) 測定位置の違い①②
(2) 地震後の変動①②
(3) 水位の誤差

- 水準測量データ（Satake,1993）
  80cm±3.7cm

さらなる補正・誤差の検討
(1) 測定位置の違い①②
(2) 地震前後の変動①②



室津港の隆起量データの特徴：昭和南海地震
「長273海Ⅱ94長手Ⅱ3参考資料4」より
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・昭和南海地震
- 港の測深データ（沢村,1953）
  115cm

さらなる補正・誤差の検討
(1) 測定位置の違い①②
(2) 地震後の変動①②
(3) 水位の誤差

- 水準測量データ（Satake,1993）
  80cm±3.7cm

さらなる補正・誤差の検討
(1) 測定位置の違い①②
(2) 地震前後の変動①②

測深データは地震後8ヶ月、水準測量データは地震前17年3ヶ月・地震後1年2ヶ月の変動を
含む：地震間・地震後の変位速度を利用して補正する。
地震前後の変動による補正①：潮位データから変位速度を見積もり



室津港の隆起量データの特徴：昭和南海地震
「長273海Ⅱ94長手Ⅱ3参考資料4」より
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測深データは地震後8ヶ月、水準測量データは地震前17年3ヶ月・地震後1年2ヶ月の変動を
含む：地震間・地震後の変位速度を利用して補正する。
地震前後の変動による補正②：地震前後の水準測量データの比から変位速度を見積もり

・昭和南海地震
- 港の測深データ（沢村,1953）
  115cm

さらなる補正・誤差の検討
(1) 測定位置の違い①②
(2) 地震後の変動①②
(3) 水位の誤差

- 水準測量データ（Satake,1993）
  80cm±3.7cm

さらなる補正・誤差の検討
(1) 測定位置の違い①②
(2) 地震前後の変動①②



室津港の隆起量データの特徴：昭和南海地震
「長273海Ⅱ94長手Ⅱ3参考資料4」より
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測深データは地震後8ヶ月、水準測量データは地震前17年3ヶ月・地震後1年2ヶ月の変動を
含む：地震間・地震後の変位速度を利用して補正する。
地震前後の変動による補正②：地震前後の水準測量データの比から変位速度を見積もり

・昭和南海地震
- 港の測深データ（沢村,1953）
  115cm

さらなる補正・誤差の検討
(1) 測定位置の違い①②
(2) 地震後の変動①②
(3) 水位の誤差

- 水準測量データ（Satake,1993）
  80cm±3.7cm

さらなる補正・誤差の検討
(1) 測定位置の違い①②
(2) 地震前後の変動①②



室津港の隆起量データの特徴：昭和南海地震
「長274海Ⅱ95長手Ⅱ5参考資料4-1 」より
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港の測深データ×４（位置補正２通り×地震後変動補正２通り×水位補正１通り）
水準測量データ×４（位置補正２通り×地震前後変動補正２通り）
どのデータも～100cm±数cm

・昭和南海地震
- 港の測深データ（沢村,1953）
  115cm

さらなる補正・誤差の検討
(1) 測定位置の違い①②
(2) 地震後の変動①②
(3) 水位の誤差

- 水準測量データ（Satake,1993）
  80cm±3.7cm

さらなる補正・誤差の検討
(1) 測定位置の違い①②
(2) 地震前後の変動①②

計8通り



室津港の隆起量データまとめ
「長275海Ⅱ96長手Ⅱ7参考資料5-1」より（一部加筆）

〇信頼度（重み）の検討

・宝永地震
万変記
久保野家

0.8掛け
0.8掛けなし

・安政地震
手鏡
土佐國

・昭和南海地震
測深データ

地震後変動①
地震後変動②

水準データ
地震前後変動①
地震前後変動②
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竿の違いの根拠
となる論文なし

位置補正の考え
方は一つに統一

位置補正の考え
方は一つに統一

隆起量データの確率分布の検討

均等
均等

均等

均等

均等

均等



〇室津港の隆起量データについて
 室津港の隆起量データの特徴・誤差の整理
 室津港の隆起量データの確率分布による表現

〇隆起量データの誤差を考慮した時間予測モデルとBPTを融合したベイズ的計算方法
 すべり量依存BPTモデル（SSD-BPTモデル）とベイズ推定に基づいた新たな確率計算手法
 パラメータγの事前分布について
 パラメータβの事前分布について

〇報告書
「南海トラフの地震活動の長期評価（第二版）」の一部改訂

第三版ではなく、一部改訂としてまとめる
すべり量依存BPTモデルとBPTモデルについて、主文に両論併記する方向で議論中

「長期的な地震発生確率の評価手法について」の追補
すべり量依存BPTモデルとモンテカルロ法について、追補（別紙）としてまとめる

審議内容の概要✓は審議終了、□は審議中

17



室津港の隆起量データの確率分布の検討方針

〇宝永地震・安政地震・昭和南
海地震それぞれ隆起量の確率
分布を求める→

データ個別の確率分布を検討

18

「長274海Ⅱ95長手Ⅱ5参考資料4-1 」より

混合分布で表現



室津港の隆起量データの確率分布による表現
「長275海Ⅱ96長手Ⅱ7参考資料5-1」より
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〇データを確率分布で表現する
方法の整理
- 不確実性と測定誤差

〇宝永地震の隆起量の確率分布
- 不確実性の分布の検討
- 万変記の測定誤差の検討

〇安政地震の隆起量の確率分布
- 土佐國の測定誤差の検討

〇昭和地震の隆起量の確率分布

〇提案分布まとめ

〇確率への影響を試算



室津港の隆起量データの確率分布による表現
「長275海Ⅱ96長手Ⅱ7参考資料5-1」より
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〇データを確率分布で表現する
方法の整理
- 不確実性と測定誤差

〇宝永地震の隆起量の確率分布
- 不確実性の分布の検討
- 万変記の測定誤差の検討

〇安政地震の隆起量の確率分布
- 土佐國の測定誤差の検討

〇昭和地震の隆起量の確率分布

〇提案分布まとめ

〇確率への影響を試算



室津港の隆起量データの確率分布：宝永地震

万変記データ（2.1～2.4m）に測定誤差情報がないことによるピーク
→万変記データにも久保野家文書データと同じ誤差を仮定（±0.3m or ±0.5m） 21

〇データを確率分布で表現する
方法の整理
- 不確実性と測定誤差

〇宝永地震の隆起量の確率分布
- 不確実性の分布の検討
- 万変記の測定誤差の検討

〇安政地震の隆起量の確率分布
- 土佐國の測定誤差の検討

〇昭和地震の隆起量の確率分布

〇提案分布まとめ

〇確率への影響を試算

「長275海Ⅱ96長手Ⅱ7参考資料5-1」より（一部加筆）



室津港の隆起量データの確率分布：宝永地震
「長275海Ⅱ96長手Ⅱ7参考資料5-1」より（一部加筆）
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〇データを確率分布で表現する
方法の整理
- 不確実性と測定誤差

〇宝永地震の隆起量の確率分布
- 不確実性の分布の検討
- 万変記の測定誤差の検討

〇安政地震の隆起量の確率分布
- 土佐國の測定誤差の検討

〇昭和地震の隆起量の確率分布

〇提案分布まとめ

〇確率への影響を試算

どちらの歴史資料データにも偏らない分布が得られた
※不確実性を正規分布・一様分布のどちらに仮定しても違いはほとんどなし



室津港の隆起量データの確率分布：安政地震

23

〇データを確率分布で表現する
方法の整理
- 不確実性と測定誤差

〇宝永地震の隆起量の確率分布
- 不確実性の分布の検討
- 万変記の測定誤差の検討

〇安政地震の隆起量の確率分布
- 土佐國の測定誤差の検討

〇昭和地震の隆起量の確率分布

〇提案分布まとめ

〇確率への影響を試算

「長275海Ⅱ96長手Ⅱ7参考資料5-1」より（一部加筆）

土佐國データ（0.9～1.2m）に手鏡と同じ誤差（±0.5m）を仮定
※不確実性を正規分布・一様分布のどちらに仮定しても違いはほとんどなし



室津港の隆起量データの確率分布：昭和南海地震
「長275海Ⅱ96長手Ⅱ7参考資料5-1」より

24

〇データを確率分布で表現する
方法の整理
- 不確実性と測定誤差

〇宝永地震の隆起量の確率分布
- 不確実性の分布の検討
- 万変記の測定誤差の検討

〇安政地震の隆起量の確率分布
- 土佐國の測定誤差の検討

〇昭和地震の隆起量の確率分布

〇提案分布まとめ

〇確率への影響を試算

昭和南海地震の隆起量データはすべてに測定誤差あり（宝永・安政より１桁小さい）
※不確実性を正規分布・一様分布のどちらに仮定しても違いはほとんどなし



室津港の隆起量データの確率分布まとめ

25

〇データを確率分布で表現する
方法の整理
- 不確実性と測定誤差

〇宝永地震の隆起量の確率分布
- 不確実性の分布の検討
- 万変記の測定誤差の検討

〇安政地震の隆起量の確率分布
- 土佐國の測定誤差の検討

〇昭和地震の隆起量の確率分布

〇提案分布まとめ

〇確率への影響を試算

「長275海Ⅱ96長手Ⅱ7参考資料5-1」より（一部加筆）



室津港の隆起量データの誤差について
「長275海Ⅱ96長手Ⅱ7参考資料5-2」より（一部加筆）

26

※SSD-BPTモデルパラメータの詳細検討前の試算

どの分布でも最終的な確率
への影響はほとんどなし

〇データを確率分布で表現する
方法の整理
- 不確実性と測定誤差

〇宝永地震の隆起量の確率分布
- 不確実性の分布の検討
- 万変記の測定誤差の検討

〇安政地震の隆起量の確率分布
- 土佐國の測定誤差の検討

〇昭和地震の隆起量の確率分布

〇提案分布まとめ

〇確率への影響を試算

3つの分布それぞれでの
30％確率の95％信用区間



〇室津港の隆起量データについて
 室津港の隆起量データの特徴・誤差の整理
 室津港の隆起量データの確率分布による表現

〇隆起量データの誤差を考慮した時間予測モデルとBPTを融合したベイズ的計算方法
 すべり量依存BPTモデル（SSD-BPTモデル）とベイズ推定に基づいた新たな確率計算手法
 パラメータγの事前分布について
 パラメータβの事前分布について

〇報告書
「南海トラフの地震活動の長期評価（第二版）」の一部改訂

第三版ではなく、一部改訂としてまとめる
すべり量依存BPTモデルとBPTモデルについて、主文に両論併記する方向で議論中

「長期的な地震発生確率の評価手法について」の追補
すべり量依存BPTモデルとモンテカルロ法について、追補（別紙）としてまとめる

審議内容の概要✓は審議終了、□は審議中
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〇確率分布で表される隆起量データを扱える
手法の検討

すべり量依存BPTモデル（SSD-BPTモデル）とベイズ推定に基
づいた新たな確率計算手法：枠組み

「長273海Ⅱ94長手Ⅱ3参考資料3-2」より

28

すべり量依存BPT（SSD-BPT）モデル

ベイズ推定

- BPTモデルと時間予測モデルの融合

- モデルパラメータの事後分布
- 次の地震発生確率

確率モデル

推定手法



〇すべり量依存BPT（SSD-BPT）モデル
- BPTモデルと時間予測モデルの融合
 ・BPTモデルにおける応力閾値が可変
 ・閾値が隆起量に比例

すべり量依存BPTモデル（SSD-BPTモデル）とベイズ推定に基
づいた新たな確率計算手法

「長273海Ⅱ94長手Ⅱ3参考資料3-2」より（一部加筆）

「長275海Ⅱ96長手Ⅱ7参考資料5-1」より

29

𝑢𝑢 = 𝑎𝑎𝑎𝑎

𝛽𝛽 =
1
𝑉𝑉 =

1
𝑎𝑎𝑎𝑎

- SSD-BPTモデルの主要パラメータ
 ・β…時間予測モデルの隆起速度に対応（逆数）
 ・γ…擾乱パラメータ（BPTモデルのαに関係）

β、γ、uが決まれば
次の地震発生時間の
BPT分布が決まる



すべり量依存BPTモデル（SSD-BPTモデル）とベイズ推定に基
づいた新たな確率計算手法

「長273海Ⅱ94長手Ⅱ3参考資料3-2」より

30

〇すべり量依存BPT（SSD-BPT）モデル
- BPTモデルと時間予測モデルの融合
- SSD-BPTモデルの主要パラメータ
 ・β…時間予測モデルの隆起速度に対応（逆数）
 ・γ…擾乱パラメータ（BPTモデルのαに関係）

〇ベイズ推定の導入
- β、γの事前分布を仮定
- 事前分布と隆起量の確率分布から
β、γ の事後分布を推定

- 次の地震発生時間の事後分布を推定
- 次の地震の発生確率を計算
- 発生確率の95％信用区間も計算



すべり量依存BPTモデル（SSD-BPTモデル）とベイズ推定に基
づいた新たな確率計算手法

「長273海Ⅱ94長手Ⅱ3参考資料3-2」より（一部加筆）
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〇すべり量依存BPT（SSD-BPT）モデル
- BPTモデルと時間予測モデルの融合
- SSD-BPTモデルの主要パラメータ
 ・β…時間予測モデルの隆起速度に対応（逆数）
 ・γ…擾乱パラメータ（BPTモデルのαに関係）

〇ベイズ推定の導入
- β、γ の事前分布を仮定
- 事前分布と隆起量の確率分布から
β、γの事後分布を推定

- 次の地震発生時間の事後分布を推定
- 次の地震の発生確率を計算
- 発生確率の95％信用区間も計算

事後分布 確率モデル
（SSD-BPT）

β、γの事前分布
隆起量の確率分布

現在まで地震が
起きてない確率



すべり量依存BPTモデル（SSD-BPTモデル）とベイズ推定に基
づいた新たな確率計算手法

「長273海Ⅱ94長手Ⅱ3参考資料3-2」より（一部加筆）
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〇すべり量依存BPT（SSD-BPT）モデル
- BPTモデルと時間予測モデルの融合
- SSD-BPTモデルの主要パラメータ
 ・β…時間予測モデルの隆起速度に対応（逆数）
 ・γ…擾乱パラメータ（BPTモデルのαに関係）

〇ベイズ推定の導入
- β、γ の事前分布を仮定
- 事前分布と隆起量の確率分布から
β、γ の事後分布を推定

- 次の地震発生時間の事後分布を推定
- 次の地震の発生確率を計算
- 発生確率の95％信用区間も計算

β、γの事前分布と隆起量の確率分布から、
次の地震確率を計算する枠組みができた
→β、γの事前分布をどう設計するか？

※データが少ないため、事前分布の影響大 発生確率がこのよう
に頻度分布で求まる



〇室津港の隆起量データについて
 室津港の隆起量データの特徴・誤差の整理
 室津港の隆起量データの確率分布による表現

〇隆起量データの誤差を考慮した時間予測モデルとBPTを融合したベイズ的計算方法
 すべり量依存BPTモデル（SSD-BPTモデル）とベイズ推定に基づいた新たな確率計算手法
 パラメータγの事前分布について
 パラメータβの事前分布について

〇報告書
「南海トラフの地震活動の長期評価（第二版）」の一部改訂

第三版ではなく、一部改訂としてまとめる
すべり量依存BPTモデルとBPTモデルについて、主文に両論併記する方向で議論中

「長期的な地震発生確率の評価手法について」の追補
すべり量依存BPTモデルとモンテカルロ法について、追補（別紙）としてまとめる

審議内容の概要✓は審議終了、□は審議中
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γの事前分布
「長274海Ⅱ95長手Ⅱ5参考資料3-2」より

34

〇γの事前分布設計の基本方針
- γはBPT分布αの関係量
- 既往研究のα(0.2～0.4)と整合させる

〇γ事前分布設計の懸念点
- 0付近値による計算の不安定性
- αからの変換による過大評価

〇γの事前分布設計
- 周辺変動係数αの評価
- 周辺変動係数αを0.2～0.4に



γの事前分布
「長274海Ⅱ95長手Ⅱ5参考資料3-1」より
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〇γの事前分布設計の基本方針
- γはBPT分布のαと関係
- 既往研究のα(0.2～0.4)と整合させる

〇γの事前分布設計の懸念点
- 0付近値による計算の不安定性
- αからの変換による過大評価

〇γの事前分布設計
- 周辺変動係数αの評価
- 周辺変動係数αを0.2～0.4に



〇γの事前分布設計の設計方針
- γはBPT分布のαと関係
- 既往研究のα(0.2～0.4)と整合させる

〇γの事前分布設計の懸念点
- 0付近値による計算の不安定性
- αからの変換による過大評価

〇γの事前分布設計
- 周辺変動係数αの評価
- 周辺変動係数αを0.2～0.4に

γの事前分布
「長274海Ⅱ95長手Ⅱ5参考資料3-2」より

36

従来のBPT：𝑇𝑇~𝐼𝐼𝐼𝐼(𝜇𝜇,𝛼𝛼2)

SSD-BPT：𝑇𝑇~𝐼𝐼𝐼𝐼(𝛽𝛽𝛽𝛽, 𝛽𝛽𝛾𝛾
2

𝑢𝑢
)

0.2～0.4（観測）

単純な変換NG
（過大評価）



〇γの事前分布設計の設計方針
- γはBPT分布のαと関係
- 既往研究のα(0.2～0.4)と整合させる

〇γの事前分布設計の懸念点
- 0付近値による計算の不安定性
- αからの変換による過大評価

〇γの事前分布設計
- 周辺変動係数αの評価

- 周辺変動係数αを0.2～0.4に

γの事前分布
「長275海Ⅱ96長手Ⅱ7参考資料4-2」より

37

「長275海Ⅱ96長手Ⅱ7参考資料4-1」より

周辺分布

隆起量の分布

周辺分布
※単一BPTで近似可



γの事前分布
「長275海Ⅱ96長手Ⅱ7参考資料5-2」より

38

〇γの事前分布設計の設計方針
- γはBPT分布のαと関係
- 既往研究のα(0.2～0.4)と整合させる

〇γの事前分布設計の懸念点
- 0付近値による計算の不安定性
- αからの変換による過大評価

〇γの事前分布設計
- 周辺変動係数αの評価

- 周辺変動係数αを0.2～0.4に

「長275海Ⅱ96長手Ⅱ7参考資料4-1」より

周辺分布

隆起量の分布

最終的なγの事前分布（ガンマ分布）



〇室津港の隆起量データについて
 室津港の隆起量データの特徴・誤差の整理
 室津港の隆起量データの確率分布による表現

〇隆起量データの誤差を考慮した時間予測モデルとBPTを融合したベイズ的計算方法
 すべり量依存BPTモデル（SSD-BPTモデル）とベイズ推定に基づいた新たな確率計算手法
 パラメータγの事前分布について
 パラメータβの事前分布について

〇報告書
「南海トラフの地震活動の長期評価（第二版）」の一部改訂

第三版ではなく、一部改訂としてまとめる
すべり量依存BPTモデルとBPTモデルについて、主文に両論併記する方向で議論中

「長期的な地震発生確率の評価手法について」の追補
すべり量依存BPTモデルとモンテカルロ法について、追補（別紙）としてまとめる

審議内容の概要✓は審議終了、□は審議中
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βの事前分布
「長276海Ⅱ97長手Ⅱ8参考資料7-1」より

〇βの事前分布を何から決めるか
- モデルでは沈降速度に対応
- 隆起速度と不整合

〇隆起速度と沈降速度の議論
- 観測データの整理
- 不整合の確認

〇隆起速度と沈降速度の不整合に
ついての解釈

〇βの事前分布設計
- 周辺尤度最大化
- 事前分布の分散の拘束

〇次の地震発生確率の計算

40



βの事前分布
「長276海Ⅱ97長手Ⅱ8参考資料7-1」より
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〇βの事前分布を何から決めるか
- モデルでは沈降速度に対応
- 隆起速度と不整合

〇隆起速度と沈降速度の議論
- 観測データの整理
- 不整合の確認

〇隆起速度と沈降速度の不整合に
ついての解釈

〇βの事前分布設計
- 周辺尤度最大化
- 事前分布の分散の拘束

〇次の地震発生確率の計算



βの事前分布
「長276海Ⅱ97長手Ⅱ8参考資料7-1」より
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〇βの事前分布を何から決めるか
- モデルでは沈降速度に対応
- 隆起速度と不整合

〇隆起速度と沈降速度の議論
- 観測データの整理
- 不整合の確認

〇隆起速度と沈降速度の不整合に
ついての解釈

〇βの事前分布設計
- 周辺尤度最大化
- 事前分布の分散の拘束

〇次の地震発生確率の計算



βの事前分布
「長276海Ⅱ97長手Ⅱ8参考資料7-1」より
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〇βの事前分布を何から決めるか
- モデルでは沈降速度に対応
- 隆起速度と不整合

〇隆起速度と沈降速度の議論
- 観測データの整理
- 不整合の確認

〇隆起速度と沈降速度の不整合に
ついての解釈

〇βの事前分布設計
- 周辺尤度最大化
- 事前分布の分散の拘束

〇次の地震発生確率の計算



βの事前分布
「長276海Ⅱ97長手Ⅱ8参考資料7-1」より
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〇βの事前分布を何から決めるか
- モデルでは沈降速度に対応
- 隆起速度と不整合

〇隆起速度と沈降速度の議論
- 観測データの整理
- 不整合の確認

〇隆起速度と沈降速度の不整合に
ついての解釈

〇βの事前分布設計
- 周辺尤度最大化
- 事前分布の分散の拘束

〇次の地震発生確率の計算



βの事前分布
「長276海Ⅱ97長手Ⅱ8参考資料7-1」より
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〇βの事前分布を何から決めるか
- モデルでは沈降速度に対応
- 隆起速度と不整合

〇隆起速度と沈降速度の議論
- 観測データの整理
- 不整合の確認

〇隆起速度と沈降速度の不整合に
ついての解釈

〇βの事前分布設計
- 周辺尤度最大化
- 事前分布の分散の拘束

〇次の地震発生確率の計算



βの事前分布
「長276海Ⅱ97長手Ⅱ8参考資料7-1」より
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〇βの事前分布を何から決めるか
- モデルでは沈降速度に対応
- 隆起速度と不整合

〇隆起速度と沈降速度の議論
- 観測データの整理
- 不整合の確認

〇隆起速度と沈降速度の不整合に
ついての解釈

〇βの事前分布設計
- 周辺尤度最大化
- 事前分布の分散の拘束

〇次の地震発生確率の計算



βの事前分布
「長276海Ⅱ97長手Ⅱ8参考資料7-1」より
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〇βの事前分布を何から決めるか
- モデルでは沈降速度に対応
- 隆起速度と不整合

〇隆起速度と沈降速度の議論
- 観測データの整理
- 不整合の確認

〇隆起速度と沈降速度の不整合に
ついての解釈

〇βの事前分布設計
- 周辺尤度最大化
- 事前分布の分散の拘束

〇次の地震発生確率の計算



βの事前分布
「長276海Ⅱ97長手Ⅱ8参考資料7-1」より
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〇βの事前分布を何から決めるか
- モデルでは沈降速度に対応
- 隆起速度と不整合

〇隆起速度と沈降速度の議論
- 観測データの整理
- 不整合の確認

〇隆起速度と沈降速度の不整合に
ついての解釈

〇βの事前分布設計
- 周辺尤度最大化
- 事前分布の分散の拘束

〇次の地震発生確率の計算



βの事前分布
「長276海Ⅱ97長手Ⅱ8参考資料7-1」より
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〇βの事前分布を何から決めるか
- モデルでは沈降速度に対応
- 隆起速度と不整合

〇隆起速度と沈降速度の議論
- 観測データの整理
- 不整合の確認

〇隆起速度と沈降速度の不整合に
ついての解釈

〇βの事前分布設計
- 周辺尤度最大化
- 事前分布の分散の拘束

〇次の地震発生確率の計算



〇βの事前分布を何から決めるか
- モデルでは沈降速度に対応
- 隆起速度と不整合

〇隆起速度と沈降速度の議論
- 観測データの整理
- 不整合の確認

〇隆起速度と沈降速度の不整合に
ついての解釈

〇βの事前分布設計
- 周辺尤度最大化
- 事前分布の分散の拘束

〇次の地震発生確率の計算

βの事前分布
「長276海Ⅱ97長手Ⅱ8参考資料7-2」より（一部加筆）

10.5 mm/year相当
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次の南海トラフ地震の発生確率
「長276海Ⅱ97長手Ⅱ8参考資料7-2」より

51

〇βの事前分布を何から決めるか
- モデルでは沈降速度に対応
- 隆起速度と不整合

〇隆起速度と沈降速度の議論
- 観測データの整理
- 不整合の確認

〇隆起速度と沈降速度の不整合に
ついての解釈

〇βの事前分布設計
- 周辺尤度最大化
- 事前分布の分散の拘束

〇次の地震発生確率の計算

2025年１月１日起点の30年確率
平均：70％
95％信用区間：23.27％～100％



次の南海トラフ地震の発生確率
「長276海Ⅱ97長手Ⅱ8参考資料7-2」より（一部加筆）
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〇βの事前分布を何から決めるか
- モデルでは沈降速度に対応
- 隆起速度と不整合

〇隆起速度と沈降速度の議論
- 観測データの整理
- 不整合の確認

〇隆起速度と沈降速度の不整合に
ついての解釈

〇βの事前分布設計
- 周辺尤度最大化
- 事前分布の分散の拘束

〇次の地震発生確率の計算

フィリピン海プレート
の傾斜を10度に仮定

（試算）

30年

95％信用区間の下

95％信用区間の上

平均

100年

2025年１月１日起点の30年確率
平均：70％
95％信用区間：23.27％～100％



〇室津港の隆起量データについて
 室津港の隆起量データの特徴・誤差の整理
 室津港の隆起量データの確率分布による表現

〇隆起量データの誤差を考慮した時間予測モデルとBPTを融合したベイズ的計算方法
 すべり量依存BPTモデル（SSD-BPTモデル）とベイズ推定に基づいた新たな確率計算手法
 パラメータγの事前分布について
 パラメータβの事前分布について

〇報告書
「南海トラフの地震活動の長期評価（第二版）」の一部改訂

第三版ではなく、一部改訂としてまとめる
すべり量依存BPTモデルとBPTモデルについて、主文に両論併記する方向で議論中

「長期的な地震発生確率の評価手法について」の追補
すべり量依存BPTモデルとモンテカルロ法について、追補（別紙）としてまとめる

まとめ✓は審議終了、□は審議中
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史料・観測データに基づいて隆起量の
不確実性（誤差）を評価し、確率分布
として表現 不確実なデータを

取り扱う枠組み

→ 発生間隔のばらつきに関する知見から
→ βの平均：隆起量（データ）から

 βの分散：プレート沈降モデル（地球物理学的知見）から



〇室津港の隆起量データについて
 室津港の隆起量データの特徴・誤差の整理
 室津港の隆起量データの確率分布による表現

〇隆起量データの誤差を考慮した時間予測モデルとBPTを融合したベイズ的計算方法
 すべり量依存BPTモデル（SSD-BPTモデル）とベイズ推定に基づいた新たな確率計算手法
 パラメータγの事前分布について
 パラメータβの事前分布について

〇報告書
「南海トラフの地震活動の長期評価（第二版）」の一部改訂

第三版ではなく、一部改訂としてまとめる
すべり量依存BPTモデルとBPTモデルについて、主文に両論併記する方向で議論中

「長期的な地震発生確率の評価手法について」の追補
すべり量依存BPTモデルとモンテカルロ法について、追補（別紙）としてまとめる

今後の予定✓は審議終了、□は審議中
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史料・観測データに基づいて隆起量の
不確実性（誤差）を評価し、確率分布
として表現 不確実なデータを

取り扱う枠組み

→ 発生間隔のばらつきに関する知見から
→ βの平均：隆起量（データ）から

 βの分散：プレート沈降モデル（地球物理学的知見）から


